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5月18日（土）青空の下、下早川小運動会を実施しました。開会式では1年生4名が可愛らしく元気

よく開会宣言を行い、赤組応援団長 山本大吾さん、白組応援団長 青代陸斗さんが力強く選手宣誓をしま

した。両軍とも全力で各種の競技に取り組み、応援する姿が見られました。児童は待ちに待った運動会を思

い切り楽しんでいました。結果は白組369点、赤組357点で白組が優勝し、赤組が応援賞を取りました。 

今年は 10 連休後 9 日間での準備・練習となりました。練習時間が少なくても成果を上げられるよう、

低・中・高の団体種目と全校ダンスを取りやめ、新たに全校みこしリレーを行いました。低学年用の軽い神

輿が必要でしたので、一昨年まで当校で勤務されていた田平義隆元管理員さんに制作を依頼したところ、快

く引き受けてくださり、右下写真のような神輿を二基作ってくださいました。硬い発泡スチロールでできて

おり大変軽いです。鳳凰などの飾りも本格的です。下早川小伝統の運動会種目にしていきたいと思います。 

一歩前へ  

地域には回覧 保護者には配付 



今年も県鳥獣保護観察員の伊藤卓夫さんと吉田惣栄さんを講師に迎え、下早川小伝統の「探鳥会」を行

いました。双眼鏡の使い方を習うと、レンズの向こうに見える世界にもうびっくり！の子どもたちです。

目視で確認した後、視線を動かさずに双眼鏡を目にもってくると「見えた！見えた！」の歓声があがりま

した。この日は大きなアオサギが田んぼに降りてオタマジャクシなどをねらっていたり、上空をハチクマ

が滑空していたりしました。講師の方々は、鳥の囀りを聴くだけでその鳥が分かります。学校で報告会を

すると21種類の鳥が確認できました。早川の豊かな自然に浸ったひとときでした。 

 今年も水泳の季節が近づいてきました。４年～6年３７名の

児童でプール清掃を行いました。プールの中をデッキブラシで

こすってきれいにするのはもちろんですが、プールサイドの清

掃もかなり大変です。落ち葉や繁茂する植物などの刈り取り、

コンクリートの破片やコケを除去する仕事もあります。一人ひ

とりが一生懸命に作業しなければ終わりません。約 2時間かけ

て作業をがんばりました。全校児童がプールを楽しむために汗

を流す、そんな充実感を味わった子どもたちです。 

６月の主な行事 

２日（日）PTA救命講習会  ５･６日（水･木） ５年生妙高自然体験学習 １２日（水）お弁当の日  

２０･２１日（木･金）６年生修学旅行（東京方面） ２７日（木）全校算数テスト 

白組応援団長 ６年 青代 陸斗（抜粋で紹介） 

 白組のチーム全体では、６・５年生が下学年を

引っ張ってくれました。応援の練習では分からな

いところをみんなで教え合っていてとてもいい

と思いました。運動会はぼくたちにとって最後の

運動会でしたが、応援団長になり最後まで責任を

全うできたのでよかったです。この運動会ででき

た思い出はとても大切になったと思います。  

赤組応援団長  ６年 山本 大吾（抜粋で紹介） 

運動会のよかったことは、赤のみんなで協力して応援

したことです。令和元年の応援賞が取れていい思い出に

なりました。みこしリレーでは 5 秒以上の差で勝ててう

れしかったです。リレーの練習では負けてばっかりで、

走順を考え最後になってやっと 1 回勝てました。本番で

はあと少しというところで負けてしまいました。負けて

悔しいはずなのに、とても楽しかったです。 

5 月の秀句・・・1 年生は初めて俳句に挑戦しました。 

１年 たうえでねはこあらいしてあせかいた 猪股一太 こいのぼりそらいっぱいにいいきもち 相澤優愛 

２年 つばめはねじぶんでいえをつくるんだ 紺野真翔 こいのぼりそらをとんでるすごいなあ 小竹咲辰郎 

３年 つばめさんまたげんかんにくるのかな 樋口こころ つばめたちはやくみんなで空へいけ 鈴木南帆 

４年 休みの日家族は田植えお手伝い    磯貝小春 夏みかんあまずっぱさがたまらない  木島嵩太 

５年 藤の花大きく咲いて銀賞だ      清水咲奈 つばめの子まだかまだかとまっている 野本莉愛 

６年 つばめかな飛行機ぐらい空高く    岩谷侑海 町並みに優美にたたずむ藤の花    青代陸斗 


